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世界で初めて人工的に雪の結晶を作ることに成功した研究室の資料である。北海道帝国大学
常時低温研究室規則施行細則は実験が行われた当時の研究室の掲示物である。二重ガラス管
（復元）は北海道大学の内製で，文献等を基に寸法と形状が正確に再現され，1994年開設の
中谷宇吉郎雪の科学館の開館時の再現実験や撮影に用いられた。低温研での実験に用いられ
たウサギの腹毛や中谷宇吉郎自身が雪の結晶の形を樹脂で固定した標本も保存されている。
世界の雪・氷工学の原点として重要である。

一－ロ　（国際的に見て日本の科学技術発展の独自性を示すもの）
一－ハ　（新たな科学技術分野の創造に寄与したもの）

公開

北海道大学低温科学研究所

第 00350 号

【世界で初めて人工的に雪の結晶の製作に成功した研究室資料】
(1) 北海道帝国大学常時低温研究室規程施行細則　(2) 二重ガラス管（復元）

(3) ウサギの腹毛　(4) 雪の結晶のレプリカ

所 在 地
北海道札幌市

北海道大学低温科学研究所

(1) 北海道帝国大学常時低温研究室規定施行細則 (2) 二重ガラス管（復元）(4) 雪の結晶のレプリカ

(3) ウサギの腹毛
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